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Ｉ　は　じ　め　に

　ある地域の鳥類の全ぼうを把握するには,長期にわたる継続的な調査研究が必要である。白山山系に

おける鳥類の調査報告は中西(1955,1961),石川野鳥の会(1962),北国新聞社(1962),熊野・木村(1970),

岐阜県（1972）.園部（1976）,福井県（1976）.富

山県（1977）,上馬（1977）,橘（1977）などがある

が園部，上馬を除くと単なる観察記録をまとめた

目録か，鳥類相の概説的な記載にとどまっている。

　筆者は白山山系全体の鳥類相ならびにその生態

学的諸問題を明らかにするため，山系全域にわた

って調査を行っている。中でも，同山系の１つで

ある高三郎山及びその周辺地域においては, 1973

年以来鳥類の数量的な調査研究を続けている。そ

の中から，今回は繁殖期における鳥類群集の構造

を分析してみる。

　本稿を草するに当り，日ごろより温かい指導を

いただいている金沢大学理学部の大串龍一教授，

ならびに調査の際の連絡先になっていただき，ま

た貴重な気象資料を快く貸与された犀川ダム管理

事務所の方々に厚く感謝の意を表したい。

Ⅱ　調　査　地　域

　白山山系はほぼ南北に続く稜線をなしており，

地形は急峻で方々に深い谷を刻んでいる。高三郎

山は同山系の最北部に位置し(白山山頂の約24km

北方),周辺は1,500m前後の稜線が連なっている

ところである(第１図)。この山をとり囲むように
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して流れ出した倉谷川，二又川は犀川ダムで合流し，さらに深い谷を刻みながら北北西に流れ，金沢

平野に出た後日本海に沿いでいる。調査は犀川ダムの下流約８ｋｍの金沢市駒帰町より，高三郎山山

頂までの約18kmにわたる範囲の，車道及び登山道沿いに行った。

　調査地域の気象については犀川ダムの過去５年間の観測資料によると，年平均気温12.1℃,最暖月

平均気温25.2℃,最寒月平均気温0.7℃である。また降水量は年間3,990mmで，冬期の降雪による

量が多い。全国でも有数の豪雪地帯であり，最深積雪量は平年で2mを超し，11月下旬から翌年４月

上旬まで積雪がある。なお高三郎山では積雪量ははるかに多く, 6月まで残雪がある。

　この地域の環境は，犀川の谷筋部分と高三郎山の稜線部分とに大別できるが，細かくみればさらに

各々を４区，合計８区に分けることができる。谷筋部分の原植生は，ウラジロガシーヒメアオキ群集

からブナーチシマザサ群集に移行するところであったと推定されるが，現存植生は耕地やスギ植林地

などの散在する二次林となっている。一方，高三郎山は中腹以下は過去に伐採された形跡があるが，

全体的にはブナーチシマザサ群集の植生である。両地域とも急峻な地形である上に，冬期の豪雪のた

め頻繁に発生する雪崩の影響などで，尾根筋や緩斜面を除くと一般に樹木の生育は悪く，低木林や高

茎草原となっているところが多い。地形断面および植生概念図を第２図に示す。

Ⅲ　調　査　方　法

　全コースを200mごとに区切って地点番号を付け，各地点間に出現する鳥類を線センサス法により

記録し，毎回１種ごとに分布地図を作成し，これをもとに各環境別に個体数を集計して資料とした。

なお集計には，記録されたもののうち本地域では明らかに繁殖しない冬鳥，旅鳥は除いてあるが，未

確認ながら繁殖の可能性のある種は含めてある。また今回用いたのは1973年～1977年の繁殖期（5,

６月）の調査で得た合計13回の資料である。

　調査時刻は毎回出発点の駒帰バス停留所が12時30分頃である。倉谷に１泊し，翌朝の日の出時刻

（4時30分～50分）に出発して，高三郎山山頂に lit9時前後に着くようにした。記録は，コースを歩

きながら遭遇する全ての鳥を囀り・地鳴き・姿による認知の区別をして，観察幅片側25m以内, 25m

～50m, 50m以上（目測による）に分けて行った。そのうち個体数の集計には由井（1974,1977 b）に従

い.囀り・地鳴き・姿の全てを総合したもので，観察幅片側50m 以内の記録を用いた。また雨など悪

天候時の資料は用いていない｡

　ある地域の生息絶対数に対するセンサス記録効率は，天候，一日のうちの観察時刻，観察幅，進行

速度，鳥の習性，観察者の能力など様々な条件に左右される。特に本調査のように, 1人で長距離，

長時間行うセンサスでは，各区での観察時刻が変わり，その影響が大きくなることが予想される。そ

こで各区ごとに終日センサスを行い，時刻の変化による記録のちがいも調査してみたが，優占順位に

は大差はなかった。また毎回の諸条件が異なることによる記録のちがいも考えられるが,全13回いず

れも大差はなかった。なお記録数を一定条件下の値に直す由井（前出）による修正式があるが今回は

用いていない。

　由井（前出）によれば，記録された種類別の相対優占度は上記のような諸条件であまり変化せず，

したがって線センサス法は，マクロな鳥類群集構造を知るには非常に適しているという。そこで群集

構造の分析の一方法として相対優占度を用いた。

　また群集構造の表現方法として黒田（1974）による鳥類群集曲線を用いた。これはある地域の鳥類

群集を種類を横軸，相対密度（1時間当りの記録個体数，以下同じ）を縦軸にとり，相対密度の値の多

い順に並べて線グラフにしたものである。
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　次に各区の群集の類似性を調べるためにWhittaker （1952）の類似度指数（Indexof association,

la）を用いた。

　　　　　Ia =Σmin （Ai, Bi）

　ただしAi, BiはA, Bの２つの群集におけるｉ番目の共通種の，それぞれの群集における優占度

で, laは優占度の低い方の値を共通全種について積算したものである。

Ⅳ　調　査　結　果

　1973年４月より1977年10月までの期間に，この地域で確認した鳥類は29科91種２亜種になる

　（種名不明のカモの記録が５回あるがそれを１種として含めてある）（別表）。そのうち繁殖期におい

て観察されたものは27科67種である。各区別の集計結果は第１表のとおりであり，群集曲線は第３

図のようになる。
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第１区

　駒帰バス停留所（標高180m）より寺津発電所入口までの区間で,距離2.40 km,調査時間は合計429

分である。環境は犀川ダムまで続く幅３～4 mの車道沿いの. 10数軒の集落，水田がある開けたとこ

ろで，スギ植林地，コナラ林，ケヤキ林，ススキ草原等がある。なお自動車の通行はほとんどない。

　出現種数23,相対密度73.15羽/時である。優占度１位はホオジロで32.12％（23.50羽/時）, 2位

はヒヨドリの26.20％（19.16羽/時）となり，この２種で過半数を占め相対密度も非常に高い。また

スズメ8.03％（5.87羽/時），ツバメ7.07％（5.17羽/時）,ウグイス5.16％（3.78羽/時）の相対密

度も高い。以下サンショウクイ，ハシボソガラス，カワラヒワが続き，全て出現頻度60％以上である。

優占上位２種の密度が非常に高く，3～５位の密度も比較的高い。そしてその他はほぼ一様に低下し

ているため，群集曲線は縦軸に伸び，途中少しふくらみのある形となっている。

第Ⅱ区

　寺津発電所入口（標高200 m）より犀川ダムまでの，深く切れ込んだ犀川右岸の，川より約50mの

ところにつけられた車道沿いで距離5.53km,調査時間合計1086分である。スギ植林地，コナラ林，ウ

ラジロガシ林，オニグルミ林，ニセアカシア林などが交互に続き，車道沿いはタニウツギ，クサギ，

アカメガシワなどの低木が多い。また犀川へ流れ落ちる沢が各所にあり，その付近はハクサンアザミ，

ヨモギ，アカソ，シシウド等の高茎草原となっている。

　出現種数29,相対密度65.69羽/時である。優占度1, 2位はヒヨドリ30.03％（19.72羽/時），ホ

オジロ23.97％（15.75羽/時）で，第１区と比べると順位は入れ代っているが，優占度は同じく過半

数を占めている。　３位～５位はウグイス14.13％（9.28羽/時）,ヤブサメ5.13％（3.37羽/時），メジ

ロ4.71％（3.09羽/時）となり，いずれも出現頻度100％である。以下オオルリ，サンショウクイ，ア

オジと続き，出現頻度90% 以上で密度も高い。群集曲線は第１区同様縦軸に沿って伸び，種数も多い

ので横軸方向へも長いグラフになっている。

第Ⅲ区

　犀川ダム（標高350 m）から倉谷入口までの，ダム湖の水面より10～15 mのところにつけられた小

道沿いで，距離3.98km,調査時間合計836分である。一部によく残されたブナ林があるが,全体的に

はコナラ・ミズナラ林で，ハクサンアザミ，イタドリ，ヨモギ，ススキ等の高茎草原や低木林が多い。

なお犀川ダムは1966年に完成したもので,ダムまでの車道やダム湖沿いの道はその時に整備されたも

のである。

　出現種数は32で全区中２番目に多く，相対密度は34.60羽/時である。優占度１～３位はヒヨド

リ24.07％（8.33羽/時）,ホオジロ 18.88％（6.53羽/時）,ウグイス15.77％（5.46羽/時）で，第II

区と同じ順位であるが，密度は約1/2しかない。次いでセンダイムシクイ8.30％（2.87羽/時）で，

以上４位までの出現頻度は100％である。以下カケス，ツバメ，オオルリ,ヤブサメ，アオジと続き出

現頻度６０％以上である。そして群集曲線は種数の多いことから横軸方向に伸びた形になっている。

第Ⅳ区･

　倉谷（標高350 m）より新道登山口までの倉谷川沿いの小道で，距離1.65km,調査時間合計433分

である。コナラ・ミズナラ林，クリ林，ニセアカシア林があるが，第Ⅲ区同様タニウツギ，ヒメヤシャ

ブシ，カエデ類の低木林や高茎草原が多い。なお倉谷は1963年までは人が住んでいたが，現在では廃

屋があるだけで，付近はススキ等が茂っている。

　出現種数は17で全区を通じて最も少なく，相対密度は41.98羽/時である。優占度1, 2位はホオ

ジロ35.31％（14.83羽/時）,ヒヨドリ23.43％（9.84羽/時）であり第１区と同様でこの２種で過半

数を占める。以下ウグイス11.55％（4.85羽/時）,カケス6.60％（2.77羽/時），カワガラス，オオル
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リ，ヤブサメと続き，以上が出現頻度60％以上である。1, 2位の密度は高いが第I,第Ⅱ区ほども

なく，種数も少ないことから群集曲線は第I,第Ⅱ区を縮少した形である。

第V1区

　新道登山口（標高380 m）より標高650 mまでの急傾斜地で，距離0.74km,調査時間合計377分で

ある。登り始めはカエデ類，リョウブ，オオバクロモジ，ヒメヤシャブシ等の低木が多いが，登るに

従い胸高直径20～40cm,高さ10～15 mのミズナラ林となり，低木層にはいわゆる日本海要素の植物

であるユキツバキ，ハイイヌガヤ，ヒメアオキなどが目立つ。

　出現種類はl8,相対密度25.16羽/時であり，種数は第Ⅳ区についで少なく，密度は最低である。

　優占上位種はヒヨドリ23.42％（5.89羽/時）,カケス15.19％（3.82羽/時）,ヤブサメ13.92％（3.

50羽/時）,ホオジロ 10.13％（2.55羽/時）,ウグイス6.96％（1.75羽/時）である。この区は今まで

の区に比べると出現頻度の高い種が少なく，優占上位種の構成は変わらないが，クロツグミの密度，

出現頻度が比較的高いことや，新しくコルリ，マミジロが出てきたことが特徴である。群集曲線は密

度，種数とも少ないことから短かく，また途中少しふくらみのある形となっている。

第V2区

　稜線の傾斜が緩やかになり始める標高650 mより砺倉分岐点（標高880 m）までのところで，距離

1.38km,調査時間は596分である。下部ではミズナラ，上部ではブナが優占するブナーミズナラ林で，

ブナには胸高直径60～70cm,樹高25 mに達するものもあるが，林の幅は狭く林下にはササや低木が

多い。またマルバマンサク，タムシバ，オオカメノキ，リョウブ等よりなる低木林がある。

　出現種数27.相対密度31.12羽/時であり，優占度1,2位はコルリ23.30％（7.25羽/時）,シジュ

ウカラ17.80％（5.54羽/時）で，第１区～第V1区にはない構成である。以下カケス8.74％（2.72羽/

時）,ウグイス8.41% （2.62羽/時）,ヒヨドリ8.09% （2.52羽/時）.ヤブサメ 6.47％（2.01羽/時）.

ヤマドリ4.85％（1.51羽/時）が多く，出現頻度も60％以上の種である。この区で新しくアオバト，

ジュウイチ，ヒガラなどが現われてくる。群集曲線は横軸方向に伸び，優占度３位～６位の種の密度

が同じように高いことから，途中顕著なふくらみをもつ形となっている。

第V3区

　砺倉分岐より標高1,180 mまでの起伏が多く露岩帯のある細い尾根道で,距離1.78km,調査時間合

計963分である。尾根筋は全体的にはヒノキーヒメコマツ林で，低木層にツクシシャクナゲやウラジ

ロヨウラクなどがあり，またアカミノイヌツゲ，マルバマンサク，ウラジロハナヒリノキ等の低木林

もあり，一部にブナやミズナラの高木がある。尾根の両側は切り立っており，特に北東斜面は春先雪

崩の頻繁に起こるところで，露岩地か低木林，高茎草原になっている。

　出現種数35で，全区を通じて最も多く，相対密度は32.34羽/時である。優占上位種はウグイス19.

08（6.17羽/時），コルリ14.84％（4.80羽/時）.ヒガラ8.29％（2.68羽/時）,カケス7.51％（2.43

羽/時）,シジュウカラ7.32％（2.37羽/時）で以下ミソサザイ，マミジロ，ホオジロ，オオルリ，ジュ

ウイチと続き，いずれも出現頻度70％以上と高い。今までの区にない種としてビンズイ，ホシガラス，

コマドリがある。群集曲線は横軸に長く，途中にふくらみをもつ形である。

第V4区

　標高1,180 mより高三郎山山頂（1,421 m）に至るV3区に続く細い尾根筋の急な登り道で，距離0.

78km,調査時間合計430分である。旧道分岐点までは幅の狭いブナ林，それより上は稜線の西側に

所々ブナの高木を混じえた，マルバマンサク，リョウブ，ムラサキヤシオ等の低木林で，山頂付近は

チシマザサに被われている。

　出現種数27,相対密度34.73羽/時であり，優占上位種はウグイス15.66％（5.44羽/時）.コルリ15
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66％（5.44羽/時）,シジュウカラ14.86％（5.16羽/時）,ヒガラ14.06％（4.88羽/時）で，この４種

は他の種に比べて密度，出現頻度とも一段と高くなっている。この区にはクロジ，ウソが新しく出現

し，コマドリと共に密度が比較的高いことは特徴である。優占上位４種の密度がどれも同じくらい高

いことから，始まりに丸味をおびた特異な群集曲線となっており，また横軸に伸びた形である。

Ｖ　考　　　　　察

　最近，由井（1976, 1977 a）や信州鳥類生態研究グループ（1977）などにより，鳥類群集の構造解

析的研究が進められ，植物社会学における植物群集名のように，2, 3の代表種によって鳥類群集を

呼び，群集を分類する作業が進んでいる。前者は全国各地の主な林相の鳥類相の類型化を行ない，後

者は植生図と対比させて，長野県全域の鳥生図なるものを作成している。いずれも植物相と対比させ

るという点で，鳥の分布を考える上で，また他地域と比較する上で意義のあるものである。これら２

つの報告とも,鳥類群集をマクロな植生に対比させて名づけているが，我国のように複雑な自然環境

の上に人工林化の進んでいるところでは，典型的な森林は広範囲には存在せず，様々の植生がモザイ

ク状になっているのが普通であり，群集名をどの地域にも適用するという訳にはいかない。

　犀川上流，高三郎山には様々な環境が入り組んでおり，前記のように８区に細分できる。そこで本

地域の鳥類群集を考える場合，まず８区についてみた上で全体的なものをとらえることにする。

　群集名を何を基準にして決めるかは問題であるが，仮に優占度1, 2位の種で代表させてみると第

１区ホオジローヒヨドリ群集，第Ⅱ区ヒヨドリーホオジロ群集，第Ⅲ区ヒヨドリ―ホオジロ群集，第

Ⅳ区ホオジロ－ヒヨドリ群集,第V1区ヒヨドリーカケス群集,第V2区コルリーシジュウカラ群集,第

V3区ウグイスーコルリ群集,第V4区ウグイスーコルリ群集となる。これだけをみるなら，ヒヨドリの

いる群集（第Ⅰ区～第V1区）とコルリのいる群集（第V2区～第V4区）の２つに分けられる。

　次に,今度は各区の優占度lO位までについて考えてみることにし，特に出現頻度の低い種を除いた

他の全ての種について，相対優占度を図表化すると第４図のようになる。グラフは図のように４つに

分類できる。Ａはコ―スの前半の区に優占するグループ。Ｂはコースの後半の区に優占するグループ

である。Ｃは全区を通じて優占し，特にC-1 はV,区を中心にその前後で段階的に低くなるグルー

プである。またＤはある特定の区にのみ優占するグループである。

　第４図をもとに群集名を考え直してみることにする。Ｃのウグイスは全区にほぼ一様に優占するが，

この鳥は低木林があれば低地から高地まであらゆる環境に適応する種であり，また当地域には低木林

が多いことを考慮するなら，群集名として代表させた場合，各区の特徴がうすれるので，全区に共通

な種としてここではひとまず除くことにする。またDグループは，植物社会学における標徴種に相当

するものとみることができる。そこで，ウグイスを除く優占度1, 2位にＤグループを加え，またＤ

グループのないところは優占度３位をもって群集名とすると次のようになる。
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　また，全体としては A, B2つに分けられるが，その上位２種で代表させるとホオジローヒヨドリ

群集とコルリーシジュウカラ群集になる。前者は第１区～第Ⅳ区または第V,区,後者は第V,区または

第V2区～第V4区に共通するグループである。ところで図より第V,区はヒヨドリの優占度は高いがホ

オジロはそれほど高くなく，コルリも少ない。またカケス，ヤブサメは第V,区で特に優占度が高く，

その前後で段階的に下っている。これらのことから第V,区はその前後の境界領域になっていると推定

される。そこで第１区～第Ⅳ区のホオジロ－ヒヨドリ群集と第V2区～第V4区のコルリーシジュウカ

ラ群集の２つに分けるのが適当である。

　ここで今度は群集全体の構造をとらえた鳥類群集曲線について８区を比較してみることにする。黒

田(1974)によると,高木樹で代表される森林の種類と林内の階層植生の構成が,鳥類群集曲線の形と種

類構成に反映してくるとして,富士山地域での調査資料により,針葉林型,濶葉林型,混交林型の３つの

基本型をあげている。そしてこれらの型は富士山以外の山にもおおむね適用できるとして,各地の山の

群集曲線をのせている。本調査地域は，前記のように様々の環境が入り組んでおり典型的な森林はな

いので，上記３基本型と対比させることはできない。それは各環境の複雑さを反映したもので，形は

３基本型の混合されたものであるためと考えられる。しかし８区の群集曲線は，大きくみるなら互い

に類似した２つのグループに分けられる。それは1，2位の密度が特に高いため，縦軸方向に伸びた

形となったグラフと，そうでないグラフである。前者は第１区,第Ⅱ区,第Ⅳ区であり，後者は第V1区

～第V4区である。第Ⅲ区は形としては後者のグループであるが，この区はコースの片側にダム湖があ

り，観察幅50m以内に入ってしまうため，その分だけ相対密度が低くなっており，本来なら上位種が

もっと高く，縦軸に伸びたグラフになっていることが予想される。それで，後者のグループより前者

のグループに属するものであろう。この結果は，相対優占度によるグループ分けとほぼ同じである。
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　次に各区間ごとの類似性をWhittaker （1952）の類似度指数により計算し，それを図表化すると第

５図のようになる。図の太ワクで囲んだところは，指数70以上の高率でまとまっているところである。

図から明らかなように，類似性の点からも２グループに分かれており，しかも第V1区が第１区～第

Ⅳ区のグループにも第v2区～第V4区のグループにも属さず，また両方に類似してもいること，すな

わち境界領域となっていることがわかる。

　以上３つの方法での考察の結果に，全体に共通するウグイスをつけ加えると，犀川上流，高三郎山

の繁殖期の鳥類群集は，ホオジローヒヨドリーウグイス群集とコルリーシジュウカラーウグイス群集

との２つから構成されているということができる。一方は谷筋部分の植林地を含む二次林の林縁的環

境に適応した鳥類群集であり,他方は稜線部分の低木層の発達したブナ林に適応した鳥類群集である。

Ⅳ　摘　　　　要

　１）白山山系北部の犀川上流，高三郎山の繁殖期の鳥類群集について，線センサス法により調べた

ものである。

　2）1973年から1977年10月までの間に，この地域で29科91種２亜種の鳥類が確認されたが，そ

のうち27科67種が繁殖期に確認された鳥類である。

　３）相対優占度,鳥類群集曲線,類似度指数による分析の結果,繁殖期にはホオジローヒヨドリーウ

グイス群集とコルリーシジュウカラーウグイス群集とより構成されていることが判明した。

　4）一方は谷筋部分の植林地を含む二次林の林縁的環境に適応した群集であり，他方は稜線部分の

低木層の発達したブナ林に適応した群集である。
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Summary

1) An ecological study of a breeding bird community was carried out by the line transect

method in the upper part of River Sai-kawa and Mt. Takasaburo, north of Mt. Hakusan.

2) 91 species and 2 subspecies belonging to 29 families were recognized during the period

from April 1973 to October 1977. Among them 67 species belonging to 27 families were

recognized in the breeding season.

3) According to such analysis as relative dominance value, Kuroda's bird community curve

(1974) and Whittaker's index of association (1952),it was concluded that study area was made

up of Emberiza cioides-Hypsipetesamaurotis-Cettia diphone Association and Erithacus cyane-

Parus major-Cettia diphone Association.

4) One is the association which adapted itselfto the forest edge in the valley that consists of

substitution forest and afforestation, the other is to the Fagus crenata forest in the ridge

area where shrub layer is well-developed.
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